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通 
信 

拡
散
希
望 

 8日、和歌山の楠本さん(衆院 2区候補)らの 4人は珠洲

市の蛸島仮設へ、板橋区議団、淡路市議、千葉、長野、

福岡のメンバーは宝立小中学校グランドの仮設へ合わせ

て 50 軒に物資を届け、被災者の要望を伺いました。今回

の支援物資は、コメ、水、野菜ジュース、テッシュ、玉ね

ぎ、果物などです。各仮設にお住まいの方からは、「津波

で引っかかった漁網を早く撤去してほしい」｢2年後の新築

がむつかしい｣｢仮設後は賃貸の市営住宅を作ってほし

い」など様々な不安と不満が語られました。また、参加し

たボランティアからは「支援物資は大変喜ばれた。イタリ

ヤ、台湾のように国としての災害対策をもっとまじめにや

ってもらいたい」などの感想が寄せられました。 

御坊山会館で開いた「お渡し会」に 83 世帯約 100 人が参加  
6
日
午
前
10
時
か
ら
羽
咋
市
御
坊

山
会
館
で
支
援
物
資
の
「
お
渡
し
会
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
液
状
化
で
家
の

基
礎
、
道
路
に
亀
裂
・
損
害
を
被
っ
た

地
域
で
す
。
町
内
会
に
い
る
医
療
生

協
「
友
の
会
」
役
員
が
発
起
人
と
な

り
、
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
ら
が
協
力

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
町
内
会
長
、

若
い
家
族
連
れ
、
年
配
者
、
在
留
外
国

人
な
ど
、
83
世
帯
約
100
人
が
参
加
。

用
意
さ
れ
た
お
米
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ジ
ュ
ー
ス
、
玉
ね
ぎ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

お
菓
子
な
ど
の
支
援
物
資
を
届
け
ま

し
た
。
受
付
を
済
ま
せ
る
と
、
セ
ン
タ

ー
の
チ
ラ
シ
を
手
に
、
「
お
困
り
ご 

と
」
な
ど
を
記
入
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も

協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
団
地
や
マ
ン

シ
ョ
ン
を
含
む
御
坊
山
町
内
会
の
約
200

世
帯
に
案
内
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
と
こ
ろ
、

当
日
の
開
催
時
刻
前
か
ら
大
勢
の
方
た

ち
が
姿
を
見
せ
、
互
い
の
近
況
を
語
り
合

い
な
が
ら
、
何
人
も
順
番
待
ち
を
し
て
い

ま
し
た
。
羽
咋
市
内
で
働
く
在
留
外
国
人

の
若
い
女
性
の
姿
も
見
受
け
ら
れ
、
帰
り

際
に
お
礼
を
い
う
人
、
支
援
物
資
を
受
け

取
り
な
が
ら
、
カ
ン
パ
を
寄
せ
る
女
性
も

複
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
集
会
所
の
筋
向
い

の
方
か
ら
は
、
「
震
災
で
隣
家
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
倒
れ
、
何
と
か
し
て
ほ
し
い
」
な

ど
の
相
談
も
持
ち
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

受付を済ませて「お渡し会」の順番待ちをしている町内

会員(上)。支援物資を持ち帰る人たち(下) 

高速道路の無料手続きの簡素化 

金沢 inter チェンジで対応する高速料金 
の無料化の確認は輪島市と能登町の役場
に加え、金沢の県庁 11 階の 1107会議室
に入る JVOAD で押印可能になりました。 

珠
洲
・宝
立
小
中
グ
ラ
ン
ド
仮
設 

で
対
話
す
る
酒
井
、
長
浜
の
両
氏 


